
  

 

 

中央環境審議会「今後の自動車単体騒音低減対策のあり方について 

（第二次答申）」（平成２４年４月１９日）（抜粋） 

 

 

２．四輪車のタイヤ騒音低減対策 

タイヤと路面の接触によって発生する騒音は、自動車の運転条件によっては、走行

時の騒音の主要な発生源のひとつであり、走行速度が高くなるほどタイヤ騒音の寄与

度は高くなる。自動車単体騒音は、これまで累次の規制強化が行われ、主にパワーユ

ニット系騒音の大幅な低減により自動車の低騒音化が進められてきた結果、相対的に

タイヤ騒音の寄与が高くなってきている。このため、定常走行時の寄与率が高いタイ

ヤ騒音の低減対策として、四輪車用タイヤを対象とするタイヤ騒音規制を導入する。 

タイヤ騒音試験法については、自動車の走行時に発生するタイヤ騒音を適切に測定

する方法として、国際基準であるECE Regulation No.117 Revision 2（以下「R117-02」

という。） の試験法を導入する。 

タイヤ騒音許容限度目標値については、自動車交通騒音低減効果に加え、国際基準

調和を図ることを考慮し、R117-02 の規制値と調和し、別表のとおりとする。 

タイヤ騒音許容限度目標値の適用時期については、従来の車両に着目した規制に対

し、タイヤに着目した新たな規制となるため、関係省庁において規制手法を検討し、

その結果を踏まえ検討する。 

また、将来的に普及が進むと考えられる更生タイヤに対する規制の導入等、タイヤ

騒音規制の実効性を向上させるための見直しを検討する。 

 

※詳細は以下の環境省ホームページを御覧ください。 

 http://www.env.go.jp/council/toshin/t07-2402.pdf  
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別 表 

 

タイヤ騒音規制の許容限度目標値 

 

 



 

 

 

タイヤ騒音試験法 

 

 

 

※中央環境審議会騒音振動部会自動車単体騒音専門委員会「今後の自動車単体騒音低

減対策のあり方について 第二次報告」より抜粋。詳細は以下の環境省ホームペー

ジを御覧ください。 

http://www.env.go.jp/council/08noise/y080-08/mat02.pdf  
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